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現在、京都には非常に多くの観光客が訪れ、そのためにオーバーツーリズムが発生していま

す。それらオーバーツーリズムが京都市民の生活に与える負の影響と、観光の経済効果を維

持しつつ持続可能性を確保するための方策について論じなさい。 

   

 

 


